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2005 年 5 月 25 日，日本地球惑星科学連合が設立され，本号は，
No訓まで続いた地球惑星科学関連学会連絡会ニュースを引き継い
だ日本地球惑星科学連合ニュースの創刊号(No.1)となります. 本号
では，はじめに，日本地球惑星科学連合設立についてお伝えします
次に， 2005 年合同大会の報告と来年の合同大会の予定をお知らせ
します引き続き，第 2 回~ 第5回の日本地球惑星科学連合設立準
備会議事録，第31 団地球惑星科学関連学会連絡会議事録( 案) を掲

発することになっており，これに関する記事を掲載しております最
後に，アジア・大洋州地球科学会(AOGS)第2回年会報告を掲載し
ました目

口 ] 日本地球惑星科学連合の設立について
1. 概要
2005 年 5月 25 日，日本t峨惑星科学連合がE位されました連
合設立の目的は r我が国の地球惑星科学コミュニティーを代表し，
国際連携及び社会への情報発信・教育関連分野の研究発表情
報交換を通じて，学術の発展に寄与することJ(規約第2条)です 7月
5 日現在，地球惑星科学関連の 25 学会が加盟し，その規模は今後
も拡大していくことが期待されています. 設立に至った経緯や連合
の機能等の詳細については， r2. 設立の挨拶」やr[4] 議事録」な
どをご参照下さい. 連合の設立は，設立当日に記者発表を行い，新

れた AOGS(Asia Oceania Geosciences Society)の 2nd Annual 

Meeting にブースを出展し，世界へ向けてアナウンスされました 7

月末には，次期学習指導要領の改訂に向けた高等学校教科「理科」
での新科目創設に関する提言書を，連合名で文部科学省へ提出す
る予定です. 日本学術会議への対応など，連合の活動は今後さらに
その重要性を増すものと考えられます

2. 設立の挨拶
・地球惑星科学連合の設立に当たって

連合評議会議長庭田勇( 京都大学名誉謝野
このたび，長年に亘る議論の成果が実って，関連 24 学会の合意
のもと「地球惑星科学連合」が正式に発足したことは，この学問分野
の発展にとって極めて意義深いことと思います・ここに至るまでの関
係各位のご理解とご協力に対しまずは深謝の意を表する次第で
す
わが国において，たとえば米国のA G U や欧州の E G U に対応する
連合組織を作ろうという機運はすでに古くからありました. 私の出身
分野である地球物理学を例にとれば，地震学， jJlIJ地学，気象学，海
洋学，地球電磁気学，等々に細分されていた研究分野が戦後の数
十年に夫々独立に発展してきた中で，単一の研究領域や学会の枠
を超えた新しいテーマが次々と芽生え，世界的に評価される高いレ
ベルの研究成果が生まれてきましたその結果，従来は隣人に過
ぎなかった異分野の研究者聞の交流も活発になり，狭義の「境界領
域」ではなく，新分野としての「地球惑星科学」が立派な市民権を得
るようになったと言えますそれらの具体例をここで逐一述べるまで
もありませんが，象徴的な事例として，太陽系惑星の飛朔体観測に
より，光学望遠鏡のみに頼っていた従前の惑星観測lとは全く違った
新しい展開がもたらされ，惑星流体力学が地球の大気大循環論・海
洋大循環論を包指するような枠組みを与えたこと，惑星の形成論が
固体・流体・電磁場を含めた地球そのものの歴史のE覇軍! こ繋がった
こと，などを想起していただければ十分でしょう
このような学問の進展を背景にした具体的な勤きのひとつが，
1990 年から開催されてきた合同大会であり，その成功を契機として，
ほぼ十年前から「地球惑星科学関連学会長等懇談会」の名のもとに
非公式ながら関連学会相互の↑静置交換を行なってきましたこの懇
談会の発足にあたっては，当時の地球電磁気・地球惑星圏学会長
であった河野長氏がリーダーシップをとり，気象学会理事長の松野
太郎氏や地震学会長の石田瑞穂氏らとともに連合発足にむけての
第一歩を踏み出しました以後この懇談会では，世話役を各学会長
の持ち回りで年! こ2回程度の頻度で会合を重ね，相互の情報交換
のみならず日本学術会議の研究連絡会との接点を強化するなどの
機能を発揮してきました固また，その間に合同大会や関連学会長等
懇談会に新しく参加する学会も増えてきました
連合の理念は，上記の学問論を基盤とした研究者同士の切瑳琢
磨あるいは地球惑星科学分野のインフラストラクチャー確立である
ことは言うまでもありませんが，もうひとつの重要な使命としては，
社会一般をも含めた学会外部への働きかけの必要性が浮かび上が
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ってきたことです た総務委員会，財務委員会，企画委員会，広報・アウトリーチ委員会，
数年前，内閣府の総合科学技術会議が発表した重要課題のひと 大会運営委員会，教育問題検討委員会，国際委員会の7つの委員
つに地球環境問題がありましたが，そのキーワードに示された内 会です. 是非，皆様にはこの委員会に加わっていただき，地球惑星
容・方針は科学の精神とはほど遠く，二酸化炭素排出規制などのゴ 科学の進展のために働いていただけることを希望します.
ミ処理政策の域を出るものではありませんでしたこれでは困る 1990 年から開催されてきたH 地球惑星科学関連学会合同大会" は，
文化国家としての日本の学術振興政策はもっと高い次元を目指す 地球物理学系のいくつかの学会が集まり毎年春の研究発表集会を
べきである，という点で懇談会の意見は一致しましたが，その要望・ 合同で行うことからスタートし，現在では，地質学・鉱物学・地理学分
提言を対外的に発信する母体としては，公式な組織休がなく，やむ 野まで含め 20 以上の学会が参加する大きな大会に発展してきまし
を得ず関連学会長有志の連名とし、う弱い形しか取り得ませんでし た合同大会の継続は， 1990年東京工業大学から始まり， 2000年九
た 州大学までの各大学の大会組織委員会， 2001 年以降の合同大会運
同様な事情は，本年に組織改革が予定されている日本学術会議 営機構に参加して活動して下さった皆様，そして合同大会開催のた
における我々の立場にもあります. 従来のバラバラの石苅重の寄り合 めに学会聞の連絡にあたる地球惑星科学関連学会連絡会の委員
い所帯から脱皮して，物理，化学，生命科学といった大きな学問分 の皆様の努力によるものですまた，この間，地球惑星科学関連学
野と対等な立場から発言力を強化するためには，それに見合った公 会連絡会や地球物理関連学会学会長等懇談会等では，学会問の連
式の組織体が必要です. これが今回の連合設立の直接的な動機で 携をさらに発展させるための方策が検討されてきました. これらの
したその意味で今後この連合組織の果たすべき対外的責務は重 努力の積み重ねとして今回の連合の設立があります
大です 日本地球惑星科学連合の設立の直接のきっかけは，この 10 月に
もちろんこの他にも連合設立の意義はたくさんあります上記の学 予定されている日本学仲治議の改革に対応して，これまで多数の分
間論に立脚した研究後継者育成の問題，初等中等教育における理 野に分かれてしサこ地球惑星科学関連の学会をひとつに束ねた対外
科( 特に地学) 教育の問題1 地球環境変動に関する一般社会むけの 的窓口組織をつくるべきであるということが，地球物理学関連学会
啓蒙啓発活動等々，すでに合同大会の特別セッションでも取り上げ 学会長等懇談会で決議されたことですこれを受けて，地球物理学
られている課題が山積しています. 関連学会及び地質学・鉱物学関連学会が集まり，地球惑星科学分野
これらを含め，今回の連合設立が，中堅若手の次世代研究者諸氏 の" 連携の在り方に関する検討ワーキンググループ" が 2004年 6月
にとって，大きな刺激となり研究の発展に繋がることを強く期待して に立ち上げられ， 10 月まで 3 回にわたって議論・検討が行われまし
います目 たこのワーキンググループに参加するすべての学会では r地球

惑星科学の総合的発展を目的とし，関連加盟学会の総意の下に創
・地球惑星科学の進展をめざして 設される地球惑星科学の連携組織」を設立することの合意が得られ
日本地球惑星科学連合運曽会議義長浜町羊三( 東京大学耕受) ましたその後" 地球惑星科学連合設立準備会" が立ち上げられ，
この度，惑星科学関連のほとんどの学会が加盟する連合組織(7 2004年 10月から 2005年 5月まで 5回にわたって連合の詳細に関
月 5 日現在の加盟学会は 25学会) として「日本地球惑星科学連合」 する議論・検討が行われ，地理学分野までを含む 25学会( 会員数合
が設立されました. この組織は，地球物理学，地質学，鉱物学，地理 計約 37，000名)の合意のもとに， 2005年 5月 25 日に行われた H 拡
学等に関する学会を網羅する，世界でも類を見ない総合的な連合組 大評議会" ( こおいて承認され，正式に発足しました
織です本組織は，我が国における地球惑星科学コミュニティーの 今後，本連合では下記の示すような活動を行なっていくことを検討
相互理解，意見集約や合意形成をはかると同時に，対外的な窓口 しています
組織として国や一般社会に対して提言や情報発信を行っていくこと * 地球惑星科学コミュニティーにおける活動
を意図していますー対外対応として，日本学術会議との連携や国際 地球惑星科学コミュニティーにおける諸問題の検討，意見調整・
プロジェクト等への対応，我が国の科学技術政策への提言，初等・ 集約
中等教育における地学教育や理科教育問題への対応，報道機関を 一国際学協会との連携及び国際プロジェクトへの対応
通じた研究成果等の'1'静E発信，一般市民を対象とした教育・啓蒙・ア 一年次研究発表集会( 連合大会) を実施
ウトリーチ活動等を積槌的に行ってし、く計画です. しかし，連合がこ ーシンポジウム，その他の研究発表集会を企画・運営
のような機能を果たすために，皆様の連合への積極的な関与が必 ーニュースレター誌等の発行
須です目それも「連合」に使われるのではなく r連合」を使って地球 * 国や一般社会に対する活動
惑星科学を取り囲む環境をより良いものに変革していこうとする意 一日本学体: 捨議や総合科学技術会議に対する発言や提言
欲を持ち，主体的に連合の活動に加わって下さる人々が必要です， 一初等・中等教育における地学教育や理科教育に関する発言や
連合の事業を推進していくための組織は，運営会議とその下に設け 提言
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一報道機関に対する広報活動 ( 加盟学協会の義務)
インターネットを用いた地球惑星科学の啓蒙普及活動 第5条 本団体に加盟する学協会は，以下の義務を負うー

一一般向けの公開i書演会の企画・実施 (1 ) 本団体を運営する上で必要とされる人材の派遣及びf静Rの提
一出前授業やマルチメテ、イア授業などの教育活動 供
ーその他，地球惑星科学に関する' 情報発信及びアウトリーチ活動 (2)本団体を存続させるために評議会が必要と認めた応分の経済
是非皆様が連合に参加し，決して順境とは言えない地球惑星科学 的負担
の今後の進展をめざしていただくことを希望します (加盟)

3. 日本地球惑星科学連合の規約
日本地球惑星科学連合規約

平成 17年5 月25 日制定
平成 17 年 7 月 5 日改訂

第1章総則
(名称)
第1条 本団体は，日本地球惑星科学連合(Japan Geoscience 

Union)と称する.

第6条 本団体に加盟するためには，評議会の承認を得なければ
ならない.
(脱退)
第7条 本団体を脱退するためには，評議会に申し入れなければ
ならない

第4章組織と役員
(組織)
第8条 本団体を運首するために，評議会，運営会議，及び事務局
を設ける.
( 評議会)
第9条 評議会は，本団体の運営方針について審議し，事業内容

第2章目的及び事業 について監査する.
(目的) 第1 0条評議会は，各加盟学協会の長からなる評議員と，運営会
第2条 本団体は，我が国の地球惑星科学コミュニティーを代表し， 議議長及び副議長をもって構成する
国際連携及び社会への情報発信，関連分野の研究発表. '1'静置交換 第11条評議会の議長は評議員の互選により選出するー
を通じて，学術の発展に寄与することを目的とする 第1 2条議長の任期は1年とし再任を認めない
(事業) 第1 3条議長は評議会を+ 召集する.
第3条 本団体は，前条の目的を達成するために次のことを行う. 第1 4条評議会の議決，運営に関する事項については別に定め
(1 ) 地球惑星科学コミュニティーに対する国及び社会一般からの諸 る
要請への対応 ( 運営会議)
(2)地球惑星科学コミュニティーの意見集約，対外的' 情報発信，教 第1 5条運営会議は，本団体の事業を推進し，運嘗を統括する
育及びアウトリーチ 第 1 6条運営会議は，議長，副議長，及び議員によって構成され
(3)地球惑星科学に関わる国際学協会との連携及び国際プロジェク る
トへの対応 第 1 7条運営会議の議長は，本団体を代表し，運蛍全般を総理す
(4)地球惑星科学に関わる年次研究発表集会の開催及び国際会議 る
等の企画・開催 第1 8条副議長は議長を補佐する.
(5)地球惑星科学コミュニティーに共通する諸問題についての検討 第1 9条議員は，担当する各委員会の委員長，副委員長，及び事
と提言 務局長として，運営の実務を行う
(6)その他，地球惑星科学の総合的発展を図るために必要な諸活 第2 0条議長副議長の任期は2年とし，再任を認めない.
動 第21条議員の任期は2年とし，再任を妨げない.

第2 2条議長，副議長，議員の候補者の選考は運営会議で行い，
第3章加盟学協会 評議会の承認を得る.
( 加盟学協会の要件) 第2 3条議長は運営会議を招集する.
第4条 本団体に加盟する学協会は，以下の要件を満たさなけれ 第2 4条運首会議の議決，運曽に関する事項については別に定め
ばならない. る
(1 ) 地球惑星科学に関連する学術団体であること ( 各委員会)
(2)本団体の設立趣旨に賛同する学術団体であること 第2 5条運営会議の下に，運営の実務を行う次の常置委員会を置
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日本気象学会 日本鉱物学会
日本吉生物学会 資源地質学会
日本↑静即也質学会 日本地震学会
日本水文科学会 水文・水資源学会
日本雪氷学会 日本浪IJ地学会
日本第四紀学会 日本地学教育学会
日本地下水学会 日本地球化学会
地球電磁気・地球惑星圏学会 日本地質学会
日本地理学会 日本粘土学会
日本陸水学会 日本惑星科学会

く.
(1 ) 総務委員会
(2)財務委員会
(3)企画委員会
(4)広報・アウトリーチ委員会
(5)大会運営委員会
(6)教育問題検討委員会
(7)国際委員会
第2 6条各委員会の業務内容については別に定める
第2 7条各委員会は，委員長，副委員長，及び委員によって構成さ
れる
第2 8条各委員会の委員長，副委員長は，運営会議が選任する 4 平成1 7年7月5 日現在の加盟学協会は次の通りである
第2 9条各委員会の委員長，副委員長，及び委員の任期は2年とし (50音11頂，但し日本を除く)
再任を妨げない. 日本応用地質学会 日本海洋学会
第3 0条各委員会の委員は，加盟学協会からの情報提供に基づき，
運嘗会議が選任する
( 事務局)
第31条本団体に事務局を置く.
第3 2条事務局は，本団体の運営全般に関わる事務を行う目
第3 3条事務局に事務局長を置く.
第3 4条事務局長は，運営会議が選任する目

第5章会計
(経理)
第3 5条本団体の運営経費は，第2章第3条に掲げる事業によって
生じる収入をもってあてる.
第3 6条本団体の収支決算は，運営会議議長のもとで作成し，評議
会に報告して承認を得なければならない.

日本火山学会 日本岩石鉱物鉱床学会
日本気象学会 日本鉱物学会
日本古生物学会 資源地質学会
日本' 情報地質学会 日本地震学会
日本水文科学会 7 l <文・水資源学会
日本雪氷学会 日本測地学会
日本堆積学会 日本第四紀学会
日本地学教育学会 日本地下水学会
日本地球化学会 地球電磁気・地球惑星圏学会
日本地質学会 日本地理学会
日本粘土学会 日本陸水学会
日本惑星科学会
(以上)

4. 日本地球惑星科学連合の組織
第6章規約の変更 ・評議会
第3 7条本規約の変更は，運営会議が提案し，評議会の承認を得 加盟学会の長( 学会長や理事長等) 及び運営会議の議長及び副議
て発効する. 長からなり，連合の運営方針について審議し，事業内容について監

査する
附則
1 この規約は，平成1 7年5月2 5日から施行する 評議会

議長庚田勇( 日本気象学会理事長・京都大学名誉教授)
2 第2 2条及び第3 0条の規定に関わらず，本団体発足時の運営会
議議長，副議長，各委員会委員長，副委員長及び委員については， ・運営会議
日本地球惑星科学連合設立準備会において選考し，発足時に開催 連合の事業を推進し，運首を統括する運営会議の下に，運首の
される評議会において承認を得るものとする. 実務を行う常置委員会として，総務委員会，財務委員会，企画委員

会，広報・アウトリーチ委員会，大会運営委員会，教育問題検討委員
3 発足時( 平成1 7年5月2 5日) の加盟学協会は次の通りである.
(50音11慎，但し日本を除く)

日本応用地質学会
日本火山学会

日本海洋学会
日本岩石鉱物鉱床学会

会，国際委員会の 7つを置く.

運営会議
議長浜野洋三( 東京大学)
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副議長: 木村学( 東京大学)

- 総務委員会
委員長: 中村正人( 宇宙航空研究開発樹着)
副委員長吉田武義( 東北大学)

- 財務委員会
委員長川幡穂高( 産業技術総合研究所)
副委員長: 小原隆博( 情報通信研究機構

. 企画委員会
委員長: 大村善治( 京都大学生存圏研究所)
副委員長: 吉田真吾( 東京大学地震研究所)

. 広報・アウトリーチ委員会
委員長: 田近英一( 東京大学)
副委員長- 原辰彦( 建築研究所)

. 大会運営委員会
委員長津田敏隆( 京都大学生存圏研究所)
副委員長: 高橋幸弘( 東北大学)

- 地学教育問題検討委員会
委員長阿音問広( 川崎市立有馬小学紛
副委員長根本泰雄( 大阪市立大学)

- 国際委員会
( 委員長，副委員長は未定)

- 連合事務局
連合の運曽全般に関わる事務を行うー
事務局長岩上直幹( 東京大学)
チーフ: 谷上美穂子
干113-OO33 東京都文京区本郷 7-3ー1 東京大学理学部 1号館 719
号室
TEL: 03-5841-4291 FAX: 03-5841-1364 
Email: 

[2] 2∞5年合同大会を終えて
1. 総括

2005年合同大会実行委員長 渡辺秀文
地球惑星科学関連学会2∞5年合同大会は， 昨年と同じ5日間の
日程で開催されましたが，昨年より 5学会増えて 25学会の共催・協
賛により，昨年を上回る 3400名あまりの参加と 2336 件の発表があ
り，活発な議論が繰り広げられました. また，大会の裾野を広げ，よ
り充実し確固たる大会へ発展させるために.47 団体に後援していた
だきました. 参加された皆様，関連学会，後援団体及び関連分野の
情報発信のための展示をしていただいた団体の方々に厚くお礼申
し上げます
今大会の特色のーっとして，一般向けのアウトリーチ講演が拡充
されたことがあります目大会初日には，昨年に引き続き開催された

「新しい地学教育の誌み- 2 学習指導要領を考える」に加えて. 5
つの特別公開セッションが開催され，エキサイティングな最先端の
研究やそれらの社会との結びつきについて，第一線の研究者に分
かりやすく講演していただきました合同大会参加学会員を含む多
数の参加があり，熱心な質疑応答がかわされ，予想以上の盛り上
がりとなりましたーまた新たな誌みとして，海外からの研究者も参加
しやすくするために，インターナショナルセッションも開催されました
各会場では熱い議論が交わされ，会場に入りきれず，通路に人が
溢れている会場もかなりありました. 講演・ポスター会場とも収容限
界に近く，来年の合同大会では，会場の確保やレギュラーセッション
の見直しも含めて，さらに踏み込んだ企画調整が必要であるように
思いました
また，地球惑星科学分野でかねてから切望されていた関連学会
の連携組織として r日本地球惑星科学連合」が発足したことは，大
会期間中の大変重要なエポックでした目今後は r連合」を主体とし
て，これまで以上に確固とした体制のもと，合同大会が開催されるこ
とになります日本の科学や教育を取り巻く大きな変動の中で，地
球惑星科学関連分野の研究交流の場およびf静日発信の場として，
本合同大会は，ますます重要な役割を果たすことになると思います.
今後とも，より多くの皆様に，引き続き積極的なご参加をお願いし，
お礼の挨拶と代えさせて頂きます

[ 大会概要]
会期 2005年 5月22 日(日)ー26 日(木)
会場: 千葉幕張メッセ国際会議場

・共催・協賛学会数 25学会
・後援団体 47団体
・参加者数 3403名
事前参加登録者数 2222名
(一般 1352名，学生 610名，一日券 260名)

当日参加登録者数 898名
(一般 262名，学生 169名，一日券 467名)

見学学部生 246名シニア (70歳以上)37名
・論文投稿数 2336件
・セッション数 110 件( ユニオン :2. レギュラー 63. スペシャル
39. 特別公開 6)

・会場数 12
・アルバイト延べ 211 名 地元ボランティア延べ 27名
・団体展示 22団体(24ブース)
COE:京都大学 COE:東京大学 COE:名古屋大学
COE:東京工業大学 C O E 東北大学
朝日航洋( 株) 愛媛大学沿岸環境科学研究センター
応用地質( 株) / 応用地震計測( 株)

統合国際深海掘削計画( I0DP)/海洋研究開発機構
地球深部探査センター
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( 掛海洋研究開発機構地球内部変動研究センター
( 株) 勝島製作所 ( 株) 建設技術研究所地質センター
国土交通省国土地理1院
@jv産業技術総合研究所地質調査総合センター
ジク- ，データシステムズ( 株)
(独H静応亘信研究機構( 宇宙天気分野，リモートセンシング分里予)
総合研究大学院大学複合科学研究科極域科学専肋
情報・システム研究機構図立極地研究所

( 株) 地球科学総合研究所 地熱エンジニアリング( 株)
東京大学海洋研究所 白山工業( 株)
日本ニューメリカルアルゴリズムズグループ( 株)

- 書籍・出版団体展示 15団体(16 ブース)
( 株) 朝倉書唐 インフォトレーダー( 株)
( 株) ケンフリッジ・ユニ1¥ーシティプレス
ユナイテッドパブリッシャーズサーピ、ス( 株)
イースタン・ブック・サービス( 株)
有限会社海猫屋 エルゼビア・ジャパン( 株)

京都大学学術出版会海洋出版( 株)
共立出版( 株)
(株)テラハウス
( 財) 東京大学出版会
- 会合 51 会合
- 取材プレス数 21 社

2，企画局報告

古今書院
テラパフ、
日本地質学会

2005年担当責任者高橋幸弘
副責任者大村善治 田近英一

「特別公開セッション」では，これまでの地学教育問題に加え，中
学・高校生及び一般市民を対象としたアウトリーチセッションを大々
的に企画した. ユニオンセッションでは，初めて男女共同参画を取り
上げたまた新たな誌みとして，英語による発表を行うインターナシ
ョナルセッションを認めることとし，積極的な提案を呼びかけた「団
体展示」の企画・広報，関連団体へ合同大会「後援」依頼は昨年に引
き続き積極的に行い，新たに宇宙工学関連の学会などからも後援を
得た
・後援
4年目を迎える企画で，大会の裾野を広げ，より充実し確固たる大
会への発展を目的としている r後援J1衣頼の内容は，①経済的負担
は求めない②後援者としてポスター・プログラム・ホームページに
団体名の記載. ③( 可能な隈りで) 団体展示への出展依頼，の3点で
ある地球惑星科学関連の機関への依頼の他に， 2005 年大会では，
日本航空宇宙学会など航空宇宙関連に関連する工学系3学会の後
援を新たに依頼した目その結果，昨年より8団体多い， 47団体より後
f震をとりつけることカfできた
[ 後援団体一覧]
文部科学省 日本学術会議
気象庁気象研究所 気象斤地磁気観測所

国土交通省海上保安庁海洋↑静E部
国土交通省国土地J!]!完
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
大学共同利用機関法人自然科学研究機構国立天文台
大学共同利用機関法人憐j X ' システム研究機構国立極地研究所
大学共同利用機関法人情j X ' システム研究樹着手話十数理研究所
公設試験研究機関北海道立地質研究所
国立教育政策研究所
( 掛宇宙舵主研究開発機構 ( 掛海洋研究開発樹蕎
@jv建築研究所 @ ! u 国立科学博物館
@Iv国立環境研究所 @ 却産業技術総合研究所
( 掛↑静隠匿信研究機構 ( 掛森林総合研究所
@ ! u 石油天然ガス・金属鉱物資源機構
( 掛土木研究所 ( 掛農業環境技術研究所
( 掛農業工学研究所 ( 独) 物質・材料研究機構
( 掛北海道開発土木研究所 ( 掛防災科学技術研究所
( 掛理化学研究所
( 特) 核燃料サイクル開発機構東濃地科学センター
( 財) 宇宙環境利用推進センター( 財) 資源・環境観測解析センター
( 駒資源探査用観測システム研究開発機構
( 財) 地震予知総合研究振興会 ( 財) 地球科学技術総合推進機構
( 目オ) 地球環境産業技術研究機構( 財) 電力中央研究所
( 財) 日本宇宙フォーラム ( 財) 日本地図センター
( 財) 深田地質研究所
( 社) 全国地質調査業協会連合会( 社) 東京都地質調査業協会
( 社) 日本建設主餅戒化協会 ( 社) 日本測量協会
( 社) 日本分析機器工業会 ( 社) 電子『情報通信学会
( 社) 日本機械学会 ( 社) 日本航空宇宙学会
- 団体展示
大会開催中，全期間を通じて利用できる展示ブースで，この研究
分野にまつわる包括的情報発信の場を目指している出展数は 22
団体24ブースであったこれまで同様，会場のメイン 2Fの中央ロビ
ーで開催できたため，多くの人がブースを訪れた. 昨年に引き続き
地球惑星科学関連の‘'21 世紀. cO Eプログラム" に関する展示をはじ
めとする各大学・研究機関のブースが多数並んだこうした展示は，
学部生にとって大学院選択における貴重な情報源として機能してい
ると思われる
[ 出展者一覧]
COE:京都大学 C O E 東京大学 C O E 名古屋大学
C O E 東京工業大学 C O E 東北大学
朝日航洋( 株) 愛媛大学沿岸環境科学研究センター
応用地質( 株) / 応用地震計測( 株)

統合国際深海掘削計画( I0DP)/海洋研究開発機構
地球深部探査センター

( 株) 勝島製作所 ( 株) 建設技術研究所地質センター
国土交通省国土地理院
@ ! u 産業技術総合研究所地質調査総合センター
ジクー聞データシステムズ( 株)
( 独) 憎樋信研究樹蕎( 宇宙天気分毘リモートセンシング分野)

総合研究大学院大学複合科学研究科極域科学専勘
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f静置・システム研究機構国立極地研究所
( 株) 地球科学総合研究所 地熱エンジニアリング( 株)
東京大学海洋研究所 白山工業( 株)
日本ニューメリカルアルゴリズムズグループ( 株)
・特別公開セッション
2005 年大会の特別公開セッションでは，これまでの地学教育の議
論を進める「新しい地学教育の読みー2学習指導要領を考えるJIこ力日
え，中学・高校生を中心とした一般市民に対する啓蒙・普及に重点を
おいたアウトリーチセッションの充実に力を入れた. 全ての特別公
開セッシヨンは大会初日の 5月22 日( 日曜日) に開催された
[アウトリーチセッション]
以下に，アウトリーチセッシヨンの一覧を示す. このなかで r地
球・惑星科学トップセミナー」は各学会に講師の推薦を依頼して作ら
れたプログラムで，それ以外は企画局および企画局の依頼したコン
ビーナによる構成となってし、る. 合わせて 20 名以上の講師の方に
ご協力いただいた全体の構成・時間帯など必ずしも全てに満足の
L¥<企画ができなかった点は反省として残るしかし，遠くは福島県
の高校から多くの生徒さんや市民の方に足を運んでいただき，地球
惑星科学研究の先端に触れてもらうことができたことは，初年度とし
て一定の成果があったと言えると考えている来年以降，これをより
発展させ，中身のあるものに育てることが大きな課題であると認識
している.

.r超小型衛星による地球惑星圏科学への羽t戦」
10:00-12:15 ( 国際会議室)

・「地球・惑星科学トップセミナー」
10:00-12:15 /14:00…17:45 (201A) 
.rスマトラ沖大地震とインド洋大津波」
13:00-14:∞( コンベンションホール B)
「近未来地球大予測」
14:00ー18∞( コンベンションホール B)

.rキッチン」からみた地球・惑星」
14:00-18:00 (201B) 

「新しい地学教育の試みー2. 学習指導要領を考える」では，昨年に引
き続き，学会・分野を越えた教育・研究者の聞で活発な議論が交わ
された.2004 年大会以F信義論を発展させ，大会後lこ幸欣見参加した 2
学会を含む地球惑星科学関連学会22学会は，中央教育審議会等に
提出した提言「社会の持続的発展を促す地学教育のための提言」の
中で，地学教育の重要性を説き，現状の問題点を指摘し，改善への
要望を述べた 2005 年大会は，提言が歌い上げた「地学」の存在意
義を教育内容の面でより具体的に示すことを目標に，意見交換が
行われた. 特に，改訂が間近に迫った学習指導要領に提言の趣旨
を色濃く反映させることを近詰の課題として取り上げた. こうした動
きは日本地球惑星科学連合およびその下に設置される委員会に引

き継がれることとなった
・ユニオンセッション
今大会では， r映像でみる地球惑星科学一竹内均先生追悼特別
セッションー」および「地球惑星科学における男女共同参画」の2つの
ユニオンセッションが開催され，ともに非常に盛j兄であった男女共
同参画は近年の社会状況の中で，広い分野における共通の課題と
して認識されてきており，セッションには地球惑星科学分野以外の
研究者の参加もあるなど強い関心を集めた. 男女共同参画の動き
は，ジヱンダーの問題だけに留まらず，ポスドクの置かれている環
境など，男女が共通して抱える問題についての取り組みとしても，
改めて位置づ、けられた格好になった
・インターナショナルセッション
日本に滞在中の外国人も含め，多くの外国の研究者に日本の高

い研究7 クティピ、ティーを知っていただき，合わせて合同大会のさら
なる活性化を目的として，今大会より英語による口頭発表セッシヨン
( スペシャルセッション) を認め，積極的な提案をお願いしたその結
果， 4セッション(口頭 72，ポスター 13)の講演が行われ，英語での
活発な議論が展開された. 今大会のインターナショナルセッションで
の講演は， E P S 誌の特集号の論文として近日中の出版を予定して
いる.
・広報活動
1 ポスター作成・配布 大会および特別公開セッシヨン用の2つ
のポスターを一般公募のデザインによって作成し，広く配布した. 今
大会は印刷枚数を昨年比 11∞部増で印刷し， A 2サイズ 1500部で
作成した. 配布先は，関連専攻のある大学・研究機関(238)，教育セ
ンター・研究所等(180)，博物館(21∞) 等へである. 特に，特別公開
セッション用のポスターは，教育機関などを中心に約 1425力所に配
布した
2 アウトリーチセッションのリーフレツトの作成・配布特別公開セ
ッシヨンで 2005 年大会で新たに企画された「アウトリーチ」関連のセ
ッションの内容を，講師の方の顔写真とともにまとめたリーフレットを
5000 部作成した. ポスターと伴に関連機関などに広く配布すると同
時に，プログラムに同封して大会参加者全員に送った
3 マスコミによる広報 主要な新聞，放送局などのマスメディ
アに対し，本大会およびその中のアウトリーチセッションの事前告知
の協力をお願いしたその結果，新聞・テレビなどで記事や番組中
のお知らせとして取り上げていただいた
4.当日の取材記者への対応 基本的に前大会通りで， r取材方
法指示書」を準備して， 1F 受付カウンターで記名，プレス用名札着用
の上入場してもらい，原則として大会企画担当委員が概要の説明を
行った来場は21社， 37名であった日本地球惑星科学連合発足な
ども含め，読売新聞，朝日新聞，毎日新聞をはじめ多くのマスコミ，
雑誌で記事として取り上げていただいた.
・日本地球惑星科学連発足記念パーティ及び懇親会
日本地球惑星科学連合の発足を記念して， 5月25日 19時一21時
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に会場一階レストランにてパーティーを開催した. 連合加盟各学会
の代表・役員をはじめ大会参加者の中から 95 名余りの参加者があ
り，連合発足を祝うと伴に，お互いの親煙を深めることができた
また， 5月 23 日 18時 30う士-20時には，一階ラウンジにて，参

加費 1000円の懇親会( ビアパーティー) を島明産した若手を中心に，
約 188名の参加があり，分野を越えた交流の芽が生まれた

3，プログラム局報告
2005年プログラム委員長篠原育

2005年大会は総セッション数 110(特別公開セッションを含む.1コ
マ90分のコマ数にして 235コマ) ，総投稿数 2336(2004年大会では
2021)となり，昨年より 15出程参加人数が増加しましたこのため，
2∞4年大会から会期が 1日延びて5日間になっていたものの，現状
の会場規模・回数ではほぼ目一杯の状態になりましたプログラム
編成に際しては，セッションの統廃合，口頭発表講演数の調整，時
間割の調整などで各セッションコンビーナー，プログラム委員の皆
様に多大なるご協力をいただきました. 本来のご希望を満たすこと
ができない点も多々あったかと思いますが，非常に窮屈な境界条件
の中ではベストに近いプログラム編成ができたのではないかと思
いますセッションコンビーナー，プログラム委員，そして大会に参
加された皆様のご協力とご理解に厚くお礼を申し上げます.
2005 年大会でもここ数年の大会を踏襲し，セッション区分として

レギュラー，スペシャル，ユニオンの 3つの区分を設けましたユニ
オンセッションとしては「映像でみる地球惑星科学j，r男女共同参
画」の 2 セッションを開催しましたまた，特別公開セッションとして
「新しい地学教育の試みj，r近未来地球大予測j，r地球・惑星科学ト
ップセミナーj，r超小型衛星による地球惑星圏科学への担騨えj，rキ
ッチンからみた地球・惑星む r特別企画・スマトラ沖大地震とインド洋
大津波」の 5 つのセッシヨンを大会初日の日曜日に開催し，一般の
方々が参加しやすいように配慮しました 2005 年大会からの新しい
試みとしては，インターナショナル・セッションをスペシャルセッショ
ン提案のオプションとして設け，セッシヨンの公用語を英語として国
外からの研究者の参加を促進することを行いました「初期地球
惑星誌j，r極域熱圏下部ロケット観測j，rスプライト宇宙地上観測j，
「非線形プロセス」の 4セッシヨンがインターナショナルセッシヨンとし
て開催され，これらのセッシヨンでは 21 件の講演が圏外の研究者を
主著者として発表されました. 次回大会以降も合同大会の活動を広
く海外にも知ってもらえるようにこのような取り組みを支援していき
たいと考えています. また， 3 月には福岡西方沖地震が発生したた
め関連報告のご提案をいただきました. プログラム編成終了後では
ありましたが，その緊急性を考慮して急逮ポスターセッシヨンを編成
して対応しました. 大会規模が大きくなっても，このような緊急の場
合にも柔軟に対応できるように，多少はゆとりをもった大会運営が
できるとょいと思います. 今回大会では参加者が大幅に増加しまし
たが，再びオーラル発表数が制限されることとなってしまったことは

大変残念でした
ポスターセッションの扱いについてはプログラム編成時に若干

混乱させてしまいました今回の大会では一昨年の大会のやり方に
戻して，ポスターの掲示時間を朝から夕方のコアタイムまでとし，夕
方にコアタイムを設けました当初，最終日にはポスターセッション
を設けない方針で調整を進めましたが， 4 日間開催では会場のポス
ター掲示数の都合から「口頭セッションとポスターセッションはできる
だけ同日に開催したし、j，r最終日のポスターセッションはさけて欲し
い」という 2 つの要望を十分に充たすポスターセッションの日程を組
むことができませんでした最終的には，できり限り「口頭とポスタ
ーは同日」に開催することを原則に，最終日にもポスターセッション
を開催し，最終日のポスターセッシヨンについては変則的に昼休み
をコアタイムとして指定してもよい，ということに落ち着きました結
果的には，し、くつかのセッションに無理なお願いをすることになって
しまいました. 本意でないにもかかわらず調整を快くうけいれてい
ただいたセッションの方々にはお詫びとお礼を申し上げます. 参加
者の皆様にもごE盟草・ご協力いただき大変感謝しておりますポスタ
ーセッションの日程の扱いについては，今後も工夫を重ねてよりよ
い解を見つけていきたいと思います.
2006年大会も今回の経験を基にして，他局と協力し，よりよい大

会の実現を図りたいと考えております今後も皆様のご理解とご協
力を何卒よろしくお願い申し上げます目

4. 情報局報告
2005年担当責任者綿田辰吾

昨年度に比べ，本年度は予稿投稿システムに問題が発生したた
め，利用者の皆様にご迷惑をおかけしました. お詫び申し上げます.
昨年導入された web上でのクレジットカード、によるお支払いは，支払
い手続きを完了せず、とも参加登録，投稿が可能であったため，未払
い金回収のため多大な事務作業負担が発生しました目今年度は基
本的に支払い手続きをクレジットカードで完了または機関払い登録
が完了してから参加登録・投稿手続きが完了するシステムに変更し
ました. 投稿開始当日 1 月 11 日にクレジットカード、決済が異常終了
する不具合が発生し，翌日復旧しました投稿完了・個人情報登録
完了通知メールが，一部利用者側のメールゲートウェイのセキュリ
ティ強化! こより受信拒否され 1月24日頃まで通知メールが届きませ
んでした早期投稿割引締切日 2月 14日と最終締切日 2月21 日に
は，一部利用者に予稿投稿システムからの反応がなくなる障害が
発生し，プログラム局と協議して最終締切日を 1 日延長しました. 日
本語が読めない参加者のための英文によるシステム利用は実現し
ませんでした歴代↑静日局・プログラム局で改良され各セッションの
コンビーナに使用いただいたプログラム編成システムや，参加者全
員にご利用いただいた個人情報管理システムは安定して稼動でき
ました. 昨年度の試行を経て本年度から参加者の便宜のため会場 1
階と2 階の一部で運営機構による無線L A Nサービス開始しました.
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大会プログラム編成後に開発・運用委託先のJ C O M (株) に投稿シス
テムの不安定の原因について説明を求めましたが満足のいく説明
はありません. 来年度は安定稼動にむけてシステムの改良と投稿
開始から申帝切日までの聞にシステム再起動を定期的に実施する予
定です予稿に特殊記号・文字を入れることができないこと，投稿シ
ステムに利用者からの動作( ボタンを押すなど) が 20 分以上ないと
強制ログオフとなることが周知されず原稿を入力中にログオフ状態
となったために原稿が消えてしまったこと，クレジットカードを所持し
ていない利用者がいたこと，クレジット決済は J C O M を通じて委託し
ているクレジット会社の画面に遷移して実行されることの周知がなさ
れておらず不安に思われたことなどの利用者からの菅情がありまし
た. 提供するサーピ、スを明確にしつつシステムの安定稼動と英文に
よる利用可能なシステム構築が来年度への課題となりました

5. 財務局報告
2005年担当責任者中村正人

本大会は地球惑星科学関連学会合同大会として最後の年であっ
た来年度からは日本地球惑星科学連合合同大会として新たなスタ
ートを切る財務に関しても合同大会のみに関するものではなく，連
合全体の会計の一部となる. これを機会に会計年度を従来の 7月 -
6月ではなく 10月- 9月に改めさせていただくことが連合の方針とし
て決まっている主な理由は校費の振込みが役所の年度始め事務
開始の遅れに伴い 6 月には終了しないからである. 新会計年度で
は年度末には校費の振込みが終了していることを予想している. 経
遇措置として，本会計年度は 2004年7 月-2005年9 月となるこの
変則措置があるため，今年度の赤字黒字を議論することは意味が
ないが，おおよそ 6月時点までの収支を報告したい
まず，参加者数の増加に伴い投稿桝は前年度に比べ 60万円，参
加費は 37勺万円程増加したまた団休展示も 50万円増えたため約
480 万円程度の増収となっている. また， J C O M への業務委託費も
220 万円圧縮されたーこれに対し，大会規模の拡大に伴う会場使用
料が 175万円，運営樹溝の経費が軒努局給与アップ，備品の購入な

説明によりほぼ理解を得られたものと感謝しているまた，昨年の
報告で事務局の待遇改善を訴えさせていただいたこれに関しても，
状況は良い方向に向かっていると，思う今後とも参加者の皆様のご
E里解を請うものである
中村は長年にわたって財務局責任者を勤めさせていただいたが，

連合の発足に伴い，財務を去ることになった今後は川幡財務委員
長，小原副委員長をはじめとする財務委員会の皆さんに仕事をお任
せすることになる. 長い聞の皆様のご協力，ご理解，また運営機構
事務局の努力に心から感謝したい

6. 総務局報告
2005年担当責任者岩上直幹

メッセでの大会も今年で3回目となり，予想外のトラブルは発生し
なかった回会期中のトラブルの多くは P Cプロジェクタ関係であり，切
替器関連のトラフ・ルも多かったこれはまだ参加者に理解がいきわ
たっていないためと思われ，参加者の慣れと会場係アルバイトへの
情報徹底で減少していくものと思われる会場での統計の結果，
O H Pプ口ジヱクタの必要だった会場は1 0 %程度しかなかったことが
解かったため，来年より標準装備から O H P をはずして P C プロジェ
クタのみとし O H P はリクエストがあった場合にのみ対応することに
する
会場数の少なさ・小ささは3年前からすでに潜在的問題だったが，
ますます顕在化しつつある. 前列が空いたまま入口が詰まってしま
う現象は，椅子配置の工夫で一部では軽減されたが，今年も多発し
た. 座長による詰め合わせ勧告をさらに徹底すべきであろう. 来年
には1階食堂の一部が講演会場として使える予定で，不足している
1 5 0人部屋が一つは増えるが，さしあたってこれから数年は，部屋
不足には会期の延長などで対処するしかない. ポスター会場も繁盛
時には狭いとの意見があり，展示会場( 恐竜展をやるところだが費
用増) の使用およびコンベンション B の転用( 部屋が大きすぎ，講
演用には低効率) も検討している

どにより 230万円程度支出が増えているこれらを勘案すると，収入 功州刑申廿件付什円円円円刊廿判中伸附帯榊

と支出はおおよそバランスしており，細かく言えば約 3∞万円の黒 合同大会はボランチィアで成り立っています.
字となっている. 昨年度最終的に約 100 万円の赤字を出した状況と あなたが主役レあなたが裏方です.
較べると若干の改善を見ているといえよう. 但し，全体の大会会計 件特判中伸伸伸件刊品品品品品同伸剛中伸同

規模が 4000万円程度であり，それに較バるとー桁小さな数字であ
る全休として収入と支出がバランスしているということは参加費 [3] 2006年合同大会のお知らせ
投稿料などが適切に設定されているものと自負している 1. 概要
前述のように会計年度を閉めるのが例年と違川数ヶ月先となるた ・会期:2006年 5月 14 日(日)ー18 日(木)
め，恒例としている収支報告は今回公表しない.10 月に連合の財務 ・会場・幕張メッセ国際会議場

・費用投稿料，参却費
今年度から完全なクレジットのみの出涛に踏み切ったが，効果は 基本的に 2005年大会に準ずる.
絶大であった未回収金に関わる事務局の作業は激減Lた参畑さ 詳細別途公開( 但し見学学部生， 70歳以上無料)
れる方の中には不満を述べられた方もいらしたが，前回の財務局 ・各種登録開始・締切日( 予定)
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講演投稿 開始 2006年 1月 10 日(火)
締切 2∞6年2月10 日頃

事前参加登録 開始:21∞6年 1月 10 日(火)
締切:21∞B年4 月10 日頃

2. rセッション提案」のお知らせ
2006年大会プログラム委員長 北和之

2∞6 年大会プログラム委員長を務めることになりました茨城大学
理学部の北和之と申しますご存知の通り，今年から連合がスター
トしプログラム局も連合の大会運営委員会の中に位置づ‘けられる
こととなりました. しかし，これまでの大会運営に携わってきた方々
の様々な経験から，セッション区分やプログラム編成スケジュール
はほぼ固まっておりますので， 2006 年度も基本的にはその手順を
踏襲し，蓄積を活かして運営を進めたいと考えております. とはいえ，
私自身は合同大会のプログラム編成についてこれから勉強を始め
るといった状況ですが，他のプログラム局員，大会スタッフをはじめ
とする皆様によるご指導などいただき議論を重ねながら，より充実
したプログ、ラムを目指していきたいと思っておりますより活発で充
実した大会となりますよう，皆様からの新しいご提案を歓迎いたしま
す

【1】プログラム委員会の構成と役割
プログラム委員会についてご説明致します.
( 1 ) プログラム委員会は，各共催学会選出の委員と連合大会運
営委員会プログラム局員から構成されます.
(2) プログラム委員会は，提案されたセッションの採択，プログラ
ム日程案の作成を行います( 具体的なスケジューJレは後述) .
(3) プログラム委員会は， (2)の作業を行いますが，最終的な全
体調整はプログラム局幹事会( 後述) が中立的な立場から責任
を持って行います.
大会運営委員会プログラム局員と学会選出プログラム委員は兼
任可能ですが，プログラム局幹事会は中立的な立場を保つため，兼
任は不可です. プログラム局幹事会は， 2006 年プログラム委員長，
前年度・次年度のプログラム委員長に分野のバランスを考えた数名
の幹事を加えて構成しますプログラム編成に関する検討事項はプ
ログラム局幹事会で案を立て，プログラム委員会で検討致します目

【2]2∞6年大会のセッション区分( 案)

2001 年大会で各学会から提案していただいたセッションの他Iこ，レ
ギュラー化を希望され，過去の実績からレギュラー化が適当である
とプログラム委員会が判断したセッションがあります.2001 年に提
案されたレギュラーセッションについては， 5年が経過したということ
で見直しを行うことになっております. その聞の学問の進展等により，
レギュラーセッションの統廃合あるいは新設を行い，更なる活性化
に結びつけたいというご提案がありましたら，プログラム委員会で
積極的に検討させていただきます. また，幸欣見参加の学会に対して
も，レギュラーセッシヨンをこ、提案頂く，もしくは合同大会への参加実
績を重ねた上でレギュラー化をご、検討いただくなどの対応を考えて
おります.
[  sセッション]
旬の研究テーマを学会横断的に議論するセッションとして，これま
で同様に一般から公募します.
[  uセッション]
全学会に関係する話題を取り上げるセッションです運営機構提
案や公募などによって， 2002年は 3セッション， 2003年は 1セッショ
ン， 2004年と 2005年は 2セッションを 1日ず、つ行いました.2006年
大会も同様な方針を考えておりますので，皆さまからの積極的なご
提案をお待ちしております目

【3] 2006年大会プログ、ラム編成スケジューJレ(案)
2006年大会のプログラム編成日程案を以下に示します
8月初旬 プログラム委員会再編開始
9 月初旬 R セッション決定( レギュラー化を希望されたセ

ッションの検討を含む)
U/Sセッション公募開始

10月下旬 U セッション決定
11 月初旬 S セッション公募締切
11 月中旬 S セッション採択

1月 10 日ころ 投稿受付開始
2 月初旬 早期締切
2月 10 日ころ 投稿締切
2月中旬 セッション日程等の編成
3月初旬 投稿者へ日程時間割通知
3月中旬 プログラム最終調整と編成終了

2006年大会

2006 年大会でもこれまでの大会と同様に， R(レギュラー)， S(ス 上記のセッション区分案，プログラム編成スケジュール案などはプ
ペシヤル)， U(ユニオン) の 3 区分を設けて，プログラム編成を行い 口グラム委員会で検討し，決定する予定です結果につきましては，
ます. その他にも，前回同様に，一般の方々や教育関係者も対象と プログラム委員および合同大会のウエブ、サイトを通して，皆様にお
する特別公開セッションや海外の研究者による発表を多数招き英語 知らせいたします.2006年の大会に向けて，どうぞよろしくお願い致
で行う国際セッシヨンなどのご提案もお待ちしております. します目
[  Rセッション]
5 年間程度セッション名を固定するレギュラーセッションです.
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[4] 日本地球惑星科学連合設立準備会議事録 2 浜野準備会委員長から，平成 17 年度中に日本地球惑星科学連
(第 2回~ 第 5回) 合を設立するためには，春の各学会総会で連合加盟の承認を得る

1. 臼本地球惑星零伴連合設立準備会第 2回会合議事録 必要があり，準備会の作業は来年3月半ばまでに終えなければい
日時平成16年12月4日(土) 13:30-17:00 けないことが説明された.
場所: 東京大学理学部3号館326号室
出席者( 敬称略) 3. 地球惑星科学を代表する学術会議会員候補者グループの選出
日比谷紀之( 日本海洋学会) ，中川光弘( 日本火山学会) ，神山孝吉 について
( 日本雪氷学会)，小寺浩二( 日本陸水学会) ，近藤豊( 日本気象学 各学会から地球惑星科学の広がりを力1¥ーすることを考慮して推
会) ，長谷見晶子( 日本地震学会) ，中村正人( 地球電磁気・地球惑星 薦された候補者( 各5名以内，全41名) について，一人一人推薦理
圏学会) ，加藤照之( 日本測地学会) ，田近英一( 日本惑星科学会) ， 由が述べられた
大谷栄治( 日本岩石鉱物鉱床学会) ，川幡穂高( 日本地球化学会) ， 続いて，準備会として地球惑星科学全体を代表する候補者を6 -
払本尚義( 日本鉱物学会) ，奥村晃史( 日本第四紀学会) ，木村学 7名にしぼるために，便宜的に科研費の地球惑星科学分科の細目
( 日本地質学会) ，渡遺寧( 資源地質学会) ，安原正也( 日本水文科学 並びに現学術会議関連研連を参考に設定した下記の7分野に闘し
会) ，近藤昭彦( 水文・水資源学会) ，丸井敦尚( 日本地下水学会) ， て，それぞれ最適な候補者1名以内を，推薦された候補者から選ぶ
北里洋( 日本古生物学会) ，宮本英昭( 日本応用地質学会) ，井上厚 事とした.
行( 日本粘土学会) ，平林順一( 地球物理学関連学会学会長等懇談 ・固体地球物理学測地，地震，火山
会) ，渡辺秀文( 地球惑星科学関連学会連絡会) ，浜野洋三( 準備会 ・気象・海洋物理" 陸水学
委員長)，西田篤弘( 日本学術会議)，山中高光( 日本学術会議) ，町 ・超高層物理学地球電磁気学極地
田洋( 日本学術会議)，野上道男( 日本学術会議) ，松浦充宏( 地球物 ・地質学
理学E苅車)，井内美郎( 地質学石加重) ，藤野清志( 鉱物学E用車) ・層位・古生物学・環境地質学，第四紀学

- 岩石・鉱物・鉱床学
( 決定事項) ・惑星科学岡地球宇宙化学
1.地球惑星科学を代表する新しい日本学術会議会員の候補者グル 最適候補者の選出にあたっては，数物系( 数学，物理，天文，プラ
ープとして，下記の9名( 五十音)1慎) を選出した. ズマ，地球惑星科学，地理学) の他分野に対しても競争力がある候
石田瑞穂( 防災科学技術研究所・研究主監) 補者であることを重視した. 分野毎の検討等を経て，最終的に，岡
岡田尚武( 北海道大学大朝1完理学研究科・教授) 田，河野，平，藤井，水谷，山形及び山中の7名に絞られたが，さら
河野長( 岡山大学団体地球研究センター・教授) に各学会の候補者情報提供に関わる制約条件を考慮して，上記7
平朝彦( 海洋研究開発樹郁也球内昔前菜査センター・センター長) 名に加え，石田，永原の2名を選出した
永原裕子( 東京大学大学院理学系研究科・教授) なお，日本学術会議会員の選出にあたっては，上記7分野が考慮
藤井敏嗣〔東京大学地震研究所・教授) されるわけではなく，地球惑星科学分野全体として適切な方々が数
水谷仁( 宇宙舵E研究開発機構宇宙科学研究本部・教授) 名( おそらく5名程度) 選出されることになると考えられるしたがっ
山青針変男( 東京大学大学院理学系研究科・教授) て，これらの最適候補者グループは，上記7分野のそれぞれの代
山中高光( 大阪大学大学院理学研究科・事対受) 表者としてではなく，地球惑星科学全体を代表する会員候補者とし

て，地球惑星科学関連の21学会が参加している地球惑星科学連合
( 審議事項) 設立準備会において選出されたとみなすべきものである.
1  日本粘土学会より準備会参加の意思表明がなされ，参加が承認 各参加学会は，準備会で選出された9名の最適候補者グループを
されたこれにより準備会参加学会は下記の21学会となった 尊重し，この中から各学会の' 情報提供者数の3分の1程度をf静E提
( 参加学会) 供する候補者に含めることが取り決められた. 但し，情報提供者数
日本海洋学会，日本火山学会，日本雪氷学会，日本陸水学会，日本 が4名以下の学会と前もって申し出られた学会については，各学会
気象学会，日本地震学会，地球電磁気・地球惑星圏学会，日本測地 の事情に配慮することとした各学会が↑育報提供する際に含めるべ
学会，日本惑星科学会，日本岩石鉱物鉱床学会，日本水文科学会，
水文・水資源学会，日本地下水学会，日本地球化学会，日本鉱物学
会資源地質学会，日本第四紀学会，日本地質学会，日本古生物学
会，日本応用地質学会，日本粘土学会

き最適候補者の具体的な数は，下記の通りである.
f静IH.liヨ共者数 5， 6名 最適候補者記載数 1 日 2名以上
情報提供者数 7， 8， 9名 最適候補者記載数 2 - 3名以上
情報提供者数 10， 11名 最適候補者記載数 3 - 4名以上
情報提供者数 17名 最rgfl主主南者記載数 5 - 6名以上
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検討を経て確定する
4. 連合設立の準備状況について * 連合発足時の連合の構成メンバーについては，合同大会以前に
連合の名称，目的，機能，構成設立時期などについて，現在の提 準備会において選出し，発足時に開催予定の評議会において承認
案( 連携W G第2 回会合報告参照) に対し各学会においでほぼ聞 を受ける
意が得られている. 2月末までに最低2 回準備会を聞き，次回(1 月 * このため，合同大会期間中に連合の拡大評議会( 各加盟学会の
の準備会) で案を議論し，次々回(2月の準備会) で決定したい. これ 代表者，準備会委員及び関係者) 及び発足記念パーティーを開催す
を各学会では来年3月以降の総会で連合設立及び連合加盟の是非 ることとした.
を審議頂けるようにするなお，連合の財政に関しては，これまでの
議論によって連合は各加盟学会には分担金を求めないことになって
いるが，分担金に関してはいくつかの学会から意見が提出されてい
る.

5. 次回は1月1 0日( 月曜日) 13時3 0分から開催する

2. 日本地球惑星科学連合設立準備会第3回会合議事録

場所: 東京大学理学部3号館 326号室
出席者( 敬称略)
日比谷紀之( 日本海洋学会) ，中川光弘( 日本火山学会) ，西尾文彦
( 日本雪氷学会) ，小寺浩二( 日本陸水学会)，近藤豊( 日本気象学
会) ，平原和朗( 日本地震学会) ，中村正人( 地球電磁気園地球惑星圏
学会) ，加藤照之( 日本測地学会) ，田近英一( 日本惑星科学会) ，大
谷栄治( 日本岩石鉱物鉱床学会) ，中井俊一( 日本地球化学会) ，赤
荻正樹( 日本鉱物学会) ，奥村晃史( 日本第四紀学会) ，木村学( 日本
地質学会) ，渡遺寧( 資源地質学会) ，安原正也( 日本水文科学会) ，
近藤昭彦( 水文・水資源学会) ，丸井敦尚( 日本地下水学会) ，棚昔日一
成( 日本古生物学会) ，山崎淳司( 日本粘土学会)，小口高( 日本地理
学会) ，平林順一( 地球物理学関連学会学会長等懇談会) ，渡辺秀文
( 地球惑星科学関連学会連絡会) ，浜町羊三( 準備会委員長)
松浦充宏( 地球物理学石苅童)

1  幸欣見参加学会
日本地理学会から参加の意思表明があり，これを承認した，これに
よって準備会参加学会は2 2学会となった.

2 今後のスケジュールについて
* 準備会として，本年度の地球惑星科学関連学会合同大会の開催
時(5月22日目26 日) に日本地球惑星科学連合( 以下連合と記す) を
設立する予定で，準備会の作業を進めることで合意が得られた
* 合同大会以前に今年度の総会が開催される学会は1 0学会程度
であるが，各参加学会の状況を伺ったところ，各学会では，理事会・
評議会等で，連合への加盟を事実上決定できるとの報告であった.
* 各学会で加盟を決定頂くために必要な連合の規約については， 3
月半ばまでに確定することとする. このため次回準備会(2 月 5 日)
において，準備会として規約の最終案をまとめ，その後各学会での

3 日; 本地球惑星科学連合の運営に関わる検討内容
* 日本地球惑星科学連合の規約案および組織図案に基づ、き議論を
行っTニ.
* 日; 本地球惑星科学連合の運嘗は評議会( 各加盟学会の代表者を
委員とする) ，運営会議，及び運首会議の下に設ける各委員会によ
って行う
* 連合の財政基盤に関しては，長時間にわたり議論を行った加盟
学会から分担金を徴収することのみで連合運営に必要な経費がま
かなえないことは全ての参加学会で共通に5蕊哉されている. 一部の
加盟学会が多額の分担金を負担したとしてもすべての必要経費を
まかなえるわけでもなく，むしろ，そのことで学会聞の不平等が生じ
ることも望ましくない. 一方で，多くの学会に無理がないと考えられ
る分担金額(2万円程度) を集め，連合運営のための費用の一部を
分担金で力/ ¥ ーする案も議論されたが，分担金をとることが，今後
加盟しようとする学会に対して高いハードJレとなり，その結果連合
の発展を臨書する要因にもなりかねないと危慎する意見があった
このような検討の結果，連合の主たる財源の基盤として，連合大会
開催に関わる参加費，投稿料，展示料等をあてることとした.
* 但し，加盟学会が連合を支えていることを明確に示すため，加盟
学会の義務として， r連合に経済的破綻が生じる恐れがあるときは，
評議会の議決に基づき，各学会が応分の負担をすることを担保す
る」ことを，規約に付け加えることとした.

4. 日本地球惑星科学連合の組織に関わる検討内容
* 評議会は，連合運首の基本方針を定め，連合の運営をチ工ツクす
る機能を果たすまた，連合の構成員，規約，加盟学会の入退会等
について，審議して承認を与える役割をもっ.
* 評議会は，各加盟学会の代表者及び運営会議の議長，副議長か
ら構成される
* また，必要に応じて日本学術会議会員をオフ、ザ- / ¥ ーとして加え
ることとする目
* 運首会議は連合の運首に責任を持ち，運営に関わる意思決定を
行う
* 運営会議は議長副議長と，各委員会の委員長から構成される
* 日本地球惑星科学連合の代表は，運営会議議長をもってあてる
* 議長，副議長の任期は 2年とする
*富IJ議長lま任期満了後議長となる
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* 運営会議に，国際，教育・アウトリーチ( 含，男女共同参画) ，大会 本水文科学会) ，近藤昭彦( 水文・水資源学会) ，丸井敦尚( 日本地下
運営，財務，企画，広報"1'青報，総務の7委員会を置く方向で検討す 水学会) ，棚部一成( 日本古生物学会) ，山崎淳司( 日本粘土学会) ，
る 小口高( 日本地理学会)，宮本英昭( 日本応用地質学会) ，渡辺秀文
* 各委員会は委員長，副委員長及び委員から構成される ( 地球惑星科学関連学会連絡会) ，浜野洋三( 準備会委員長) ，松浦
* 委員の任期は 2年とし再任は妨げない 充宏( 地球物理学問童)
* 副委員長は次期の委員長となる
* 各委員会の任務については，早急に具体的に検討する ( 決定事項)
* 委員は，加盟学会からの情報提供等に基づいて運営会議で選出 日本地球惑星科学連合規約について，設立準備会としての最終案
し評議会で承認を受ける を確定した. 各学会には，この規約案に基づき，本年5月に開催予定
* 国際及び教育・アウトリーチ委員会委員については，各学会に担 の合同大会までに日本地球惑星科学連合への加盟の可否を決定し
当の委員がいるので，それらの担当者から構成することが，一案と ていただく
して考えられる.
* 運営会議のメンバー( 議長，冨IJ議長，各委員会の委員長) につい ( 規約案の変更点)
ても同様に，評議会で承認を受ける. 第1条英語名称、を Japanese Union of Earth and Planetary 

* 連合の発足時には，運営会議の議長，副議長，各委員会の委員長 Sciences (JUEPS) とする
副委員長，委員について，準備会で原案を作り，発足時に開催予定 第11条加盟学会の代表者→各加盟学会の長
の評議会において承認をうける 第1 3条議長の任期は2年→ 1年
* このため，委員等の候補者について，各学会から2名程度の情報 第2 3条議長，副議長，議員の選出は運営会議で行い→議長，
提供を頂き，準備会において検討する 副議長，議員のi尉南者の選出は運営会議で行い
* これまでの地球惑星科学関連学会連絡会と合同大会運営機構の 第2 6条委員会を置く→常置委員会を置く
組織は，発展的に解消して，日本地球惑星科学連合になったものと 広報委員会→広報・アウトリーチ委員会
位置づける 教育・アウトリーチ委員会→教育問題検討委員会
* 今後は，連合との連絡( 定期活動報告や重要案件に関する依頼 第3 6条本文→本団体の運営経費は第2章第4条に掲げる事業
等) のために，各加盟学会の内部に窓口となる連合担当役員を置い によって生じる収入をもってあてる
て頂くまた，ニュースレター( 年6回程度発行予定) 等の刊行物は (1 )ー(3)を削除
連合として発行する. 附員IJ2 運営会議議長，副議長，各委員会委員長及び副委員長につ
* 合同大会運営機構の組織については，大会実施に直接関わるプ いては→運営会議議長，副議長，各委員会委員長，副委員長及
ログラム局，情報局，総務局は大会運営委員会としてまとめられ， び委員については
財務，企画，広報に関しては，連合運曽会議の各委員会にうつるー
* 運嘗機構事務局については，連合の事務局に統合する.
* 運営機構及び連絡会の資産については，連合に移管する

6. 次回準備会は 2月 5 日10時から東京大学理学部 3号館 326号
室において開催する.

3. 日本地球惑星科学連合設立準備会第4回会合議事録

場所東京大学理学部 3号館 326号室
出席者( 敬称略)

( 委員会幸野能に関する検討内容)
1 運営会議に下記の7常置委員会を置くこととしたーこれ以外の委
員会については，必要となったときに設ける.
(1 )  術祭委員会
(2) 財務委員会
(3) 企画委員会
(4) 広報・アウトリーチ委員会
(6) 大会運営委員会
(6) 教育問題検討委員会
(7) 国際委員会

日比谷紀之( 日本海洋学会) ，中川光弘( 日本火山学会) ，西尾文彦 2. 教育問題検討委員会及び国際委員会の委員は，多くの学会にす
( 日本雪氷学会) ，小寺浩二( 日本陸水学会) ，近藤豊( 日本気象学 でに担当の委員または役員がおられることから，これらの担当者を
会) ，平原和朗( 日本地震学会)，中村正人( 地球電磁気・地球惑星圏 委員会の委員とすることとしたまた，担当委員がおられない学会
学会) ，加藤照之( 日本調IJ地学会) ，田近英一( 日本惑星科学会)，大 については，できるだけ担当委員をおいていただけるようにおねが
谷栄治( 日本岩石鉱物鉱床学会) ，川端穂高( 日本地球化学会) ，赤 いすることとした
荻正樹( 日本鉱物学会) ，奥村晃史( 日本第四紀学会) ，安原正也( 日
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3. 本年開催の合同大会の際に連合を発足させる予定であるため，
それまでに連合のメンバーを確定して，合同大会の際! こ開催される
予定の評議会で承認いただくことが必要である目このため，総務委
員会，財務委員会，企画委員会，広報・アウトリーチ委員会，大会運
営委員会については，各学会から2名程度の候補者をf静E提供いた
だき，連合発足時のメンバーの原案を作成し， 4月半ばをめどに開
催予定の次回準備会でメンバーを確定する方針で，進めることとし
た.

4. 日; 制也球惑星科学連合設立準備会第5回会合議事録
日時平成 17 年 5 月 14 日(土) 13:30-16:00 
場所東京大学理学部3号館326 号室
出席者( 敬称略)
宮本英昭( 日本応用地質学会) 岩坂直人( 日本海洋学会) 渡辺秀文
( 日本火山学会，地球惑星科学関連学会連絡会) ，藤部文昭( 日本気象
学会) 渡辺寧( 資源地質学会) ，平原和朗( 日本地震学会) ，鈴木啓助( 日
本水文科学会) ，近藤昭彦( 水文・水資源学会) ，西尾文彦( 日本雪氷学
会) ，加藤照之( 日本測地学会) 奥村晃史( 日本第四紀学会) ，) 1 1幡穂高
( 日本地球化学会) ，中村正人( 地球電磁気・地球惑星圏学会) 脇田浩
二( 日本地質学会) ，小口高( 日本地理学会) ，田近英一( 日本惑星科
学会) ，平林順一( 地球物理学関連学会長等懇談会) 浜野洋三( 合同大
会運営機構: ) ，松浦充宏( 地球物理学石府島南島正重( 日本地学教育学
会) ，牛尾知雄( 日本大気電気学会) ，塩野清治( 日本f静E地質学会)，松
本良，白井正明( 日本堆積学会)
以上23名

1. 連合発足時加盟学会の確認
日本地学教育学会および日本情報地質学会から加盟の意思表明が
あり，これを承認したこれによって5月2 5日に予定される連合発
足時の加盟学会は2 4学会，述べ会員数は約4万人となる見込み
このほか，日本大気電気学会と日本堆積学会が将来的な加盟の検
討を行う予定

2 日本地球惑星科学連合規約の修正確認
* 各学会で検討していただき，その意見を考慮して，微修正を行っ
た
* 連合発足時はこのままの規約でよいが，発足後も柔軟に改訂し
ていくべきであるとし巧意見が出た

3 連合発足時の委員構成の審i義決定
* 浜野準備会委員長より，叩き台となる原案が出された.
* 各委員会の委員長・副委員長候補者には，浜野準備会委員長よ
り打診することとした目
本女性メン1¥ーがほとんどいないので，増やすべきであるとの意見
が出された

* 各委員会の委員は，必要に応じて随時追加できることとした.
* 評議会の議長は， 5月2 5日に予定されている拡大評議会の場に
おいて，評議員の互選によって決めることを確認した
* 教育問題検討委員会については，現在連絡会におかれている
ri也学教育」委員会の活動および委員の継続性を考慮しつつ， r地学
教育」委員会は解散し，新しい連合のもと教育問題検討委員会を立
ち上げる，とし、う方向で調整することとなった.
* 教育問題は重要なので，連合加盟学会以外の学会や個人の立場
での参加も認めることとした
* 国際委員会については，新生学術会議の対応組織が確定してい
ない段階なので，まだ組織を固めず，しばらく様子をみることとし
た

4. 設立手順の確認
* 拡大評議会を， 5月2 5日(水)12:15-13:451こ幕張メッセ国際
会議場1階レストランN O A A内会議室で開催し，評議会議長の選出，
日本地球惑星科学連合規約の承認，運営会議委員の承認，今後の
運営方針の承認を行うーこれによって，日本地球惑星科学連合が設
立される予定この拡大評議会には，連合評議会委員( 加盟学会の
長) および設立準備会委員が出席する出席者名を5月2 0日までに
事務局へ連絡する目
* 日本地球惑星科学連合設立記念パーティを， 5月2 5日(水)19:0
0 - 2 1  :001こ幕張メッセ国際会議場1階レストランN O A A内会議室
で開催する. 会費は3 0 0 0円各学会! こ4- 5名程度の参加者を要請
する参加予定人数を5月2 0固までに事務局に連絡する目

5. 連合発足後の活動について
* 連合設立の周知をするために，早急に広報活動( ニュースレター
の発行及びホームページの立ち上げなど) を行う目
* 6月末のA O G Sでは展示ブースを出し，広報活動を行う

6. その他
* 地球惑星科学関連学会連絡会は， 5月2 6日に予定されている拡
大連絡会をもって解散する
* 地球物理学関連学会学会長等懇談会も，連合評議会へ移行する

見通し
* 地球惑星科学連合設立準備会は， 5月2 5日の拡大評議会をもっ
て解散する目

[5] 第 31 団地球惑星科学関連学会連絡会議事録
(案)

場所幕張メッセ国際会議場 101A
出席者雨宮秀雄( 日本測地学会) ，安藤寿男( 運営機構) ，岩坂直人
( 日本海洋学会) ，牛尾知雄( 日本大気電気学会) ，大谷栄治( 日本岩
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石鉱物鉱床学会)，大村善治( 運営機構) ，岡元太郎( 日本地震学会)， 体制では，国や社会に対する発言や情報発信，理科教育や科学政
奥村晃史( 日本第四紀学会) ，金子隆之( 日本火山学会)，川幡穂高 策に対する提言が効果的にできなくなることが危倶されたそのた
( 日本地球化学会) ，北和之( 運営樹首) ，北里洋( 日本吉生物学会) ， め，地球惑星科学関連の学会をひとつに束ねた対外的窓口組織で
小暮敏博( 日本鉱物学会) ，近藤昭彦( 水文・水資源学会) ，近藤忠 ある「地球惑星科学連合」を設立することとなった今大会中の 5 月
( 日本岩石鉱物鉱床学会) ，佐藤智美( 日本地震学会) ，嶋田純( 日本 25 日に“拡大評E義会" において本件が承認され，正式に発足の運び
地下水学会) ，鈴木啓助( 日本水文科学会) ，関陽児( 資源地質学会)， となった発足時点で参加学会は24学会，会員数のべ約37000人で
高橋幸弘( 地球電磁気・地球惑星圏学会) ，武井康子( 日本地震学 ある. 連合の目的，機能としては，国・社会からの要請への対応，コ
会) ，竹本修三( 日本測地学会) ，田近英一( 日本惑星科学会)，田中 ミュニティーの意見集約と対外発信・アウトリーチ，国際学会 a国際プ
岡IJ(日本地球化学会) ，津田敏隆( 日本気象学会) ，中井仁(f地学教 ロジェク卜への対応，年次研究集会の開催などがある. 組織は，評
育J委員会世話人) ，中村正人( 運首機構) ，七山太( 日本地質学会) ， 議会( 連合の運蛍方針の審議・事業内容の監査を行う) と，運営会議
西尾文彦( 日本雪氷学会) ，根本泰雄(f地学教育」委員会世話人) ， ( 連合の事業の推進・運営の統括を行う) から構成され，運首会議の
浜野洋三( 運営樹善) ，原辰彦( 運営樹向外田智千( 日本岩石鉱物 下に，運営の実務を行う7つの常置委員会( 総務，財務，企画，広
鉱床学会) ，諸井孝文( 日本地震学会) ，山野誠( 日本地震学会) ，綿 報・アウトリーチ，大会運営，教育問題検討，国際) を置くまた，連
田辰吾( 運営機構) ，渡辺秀文( 日本火山学会) 合の運営全般に関る事務を行うための事務局を置く目評議会の議長
以上 37名 として，気象学会の慶田勇理事長が選ばれた

運営会議，各委員会との連絡を円滑に行うため，各学会に窓口委
配布資料 員をつくることとなった(5月26日の段階でほとんどの委員は決定済
1回議事次第 み) . 窓口委員は連合の各委員会からの連絡事項を各学会に伝え
2 第 30回地球惑星科学関連学会連絡会議議事録( 案) る
3 地球惑星科学関連学会 2005年合同大会に関する資料 教育問題については，これまでの「地学教育」委員会の活動等を
4 日本地球惑星科学連合の設立に関する資料 踏まえ，今回設立される教育問題検討委員会の下に，作業部会的な
5. f地学教育」委員会，教育課程部会報告および要望・協力依頼 役割を行う小委員会を置くことが提案された教育問題検討委員会

は，各学会の若干名の代表者から構成され，各学会一票の議決権
議事: をもつこととした( 人選にあたってはこの点に留意) . 小委員会は，こ
1 前回議事録の承認( 連絡会会長: 渡辺) れまで教育関係の要望書・提言作成の実務を担ってきたf!也学教
第30団地球惑星科学関連学会通絡会(2004年10月12日) 議事録 育」委員会およびその部会である教育課程部会のメンバーを中心! こ
について，案の通り承認された. 構成することとし連合の正式な作業部会として認知し出張費等も

出せるようにとの要望があったまた，文科省の学習指導要領改訂
2.2005年合同大都R告( 運営機構: 漬野，中村) に間に合うように提言を出す必要があるため，早急に教育問題検討

委員会を立ち上げる必要があることが報告されたこの件に関して
2005合同大会が聞かれた共催・協賛学会数 25学会，後援団体 47 は，総務委員会と「地学教育」委員会の世話人が近日中に相談し，
団体，参加者 3300名(25 日現在) ，論文投稿数2339件であった. 日 教育問題検討委員会を島明窪するための準備をすることとなった.
曜日 (22 日)1こ行われたアウトリーチ関係のセッションが好評であっ
た. 会計については，大会最終日の時点で，支出合計 12，547，850 円，
来年度への繰越金は 25，941，691 円と見込まれ，ほぼ計画通りとなる
予定である目

5. f地学教育」委員会報告(f地学教育」委員会: 大村，根本，中井)
“平成 18 年度以降の大学入試センター試験「地学」出題方法(f理
科」内でのグループ分け) に関する要望書" “社会の持続的発展を
促す地学教育のための提言" を文科省他に提出した. 現在，カリキ

3. 2006年大会について( 運営機構: 漬野) ・ ユラムの枠組みを具体的に記した提言を策定中である文科省の学
2006年大会については，名称は今回の日本地球惑星科学連合へ 習指導要領改訂のスケジューJレを考えると， 7 月末までに本提言を
の移行に伴って変更される可能性もあるが，他は今年度と変わりな 提出する必要がある目

本委員会および教育課程部会から，連合に対し， 1) 7 月末までに
カリキュラムに関する提言を連合名で提出することと，および提出

4. 日本地球惑星科学連合について( 運営機構: 潰野，中村) 時に記者会見を行うこと， 2) 日本理手将文育学会，日本科学教育学会
地球惑星科学分野は，これまで多数の学会に分かれて個別に活 の連合への参加依頼を行うこと，が要望として出された固いずれも
動を行ってきたが，今年秋の日本学術会議の改革に伴い，従来の 承認されたが， 2)に関しては，連合への参加ではなく合同大会の協
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賛を依頼することになった.

6 その他( 運営樹着漬野，中村，連絡会会長渡辺)
これまでの連絡会ニュースと同様な，各学会の印刷物等に入れる
連合のニュースレターに加え， E O S的なニュースレターを出すことを
検討している第 1号は，連合発足の案内と各学会の活動状況を紹
介する内容になる見込みである. 原稿については，広報委員会から，
各学会へ窓口委員を通じて，依頼が行われる予定である.
連絡会は今回をもって活動を終了するが，来年度からは，各学会
の窓口委員が合同学会中に会合をもつなど r直接情報交換をする
場」を設けることが必要との認識が確認された.

[6] 新しい日本学術会議の体制について
第1 9期会員西田篤弘( 総合研究大学院大学)

日本学術会議は平成1 7年1 0月1日から新しい休制に移行する.
新体制の詳細は新期( 第2 0期) の学術会議で審議・決定されるもの
であるが，それに先立ち，会長のもとlゴ日本学術会議の新しい体
制の在り方に関する懇談会」がおかれ，素案の検討を行ってきた.
懇談会の最終報告はまだ公表されていないものの，その大筋は中
閉まとめや配布資料によって見ることができると，思われるので，抜
粋して紹介する

0 連携会員 2 0 0 0人程度在任可能機関は原則として通算1 8
年

。常置委員会期(3年) の最初に設置され原則としてその期の間
存続することを原則とする委員会機能別委員会( 総称) と分野
別委員会とがある

0 機能別委員会( 総称) 企画，科学者( 行動規範男女共同参画，
講演会企画，等にかかわる) ，提言，国際，選考( 会員および連
携会員) の各委員会を置く. 機能別委員会は会員のみで組織す
る但し，国際対応等必要な場合には，連携会員を委員とする
ことも可とする

O 国際委員会機能別委員会の一つである国際委員会には，分
科会として r国際会議主催等検討J，rアジア学術会議j，r国際
学術団体」等を置く

0  国際委員会の下に置く「国際学術団体分科会( 総称)jは，分野
別委員会またはその下に置かれる分科会と兼ねることが可能
とする

0 分野別委員会「地球科学委員会」を含む計3 0の委員会を置く.
各委員会に所属する会員及び連携会員については，各部から
の推薦をもとに，会長が委嘱する.

0 学術研究団体との協力常時協力すべき学術研究団体を特定
し「日本学術会議協力学術団体( 総称)jとする. 協力の内容に
は，会員及び連携会員の選考等に当つての人材情報の提供が
含まれる

0 学術研究団体の連合体との協力個々の学術研究団体問の情
報交換等の活性化に資することから，個別の学術団体との協
力に加えて，より一層密な協力を学術研究団体の連合体と行う
こととする

ロ] アジア・大洋州地球科学会(AOGS)
第2回年会報告

産業技術総合研究所佐竹健治
アジア・大洋州地域は世界最大の人口を持ち，急速に発展中です.
また，昨年末のスマトラ島沖地震・津波に代表されるように，地域特
有の地球科学的現象を多く抱えています一方で，地域内の格差
( 経済・科学) が大きく，欧米の基準をそのまま持ち込むことはできま
せん. このような特色を持つアジア・大洋州| において，アジア・大洋
州の研究者による，アジア・大洋州のための学会を作ろうとし、うの
が， A O G Sの理念です
A O G S の準備は数年前から始まり，昨年(2004 年) 夏には第 1 回
の年会が開かれましたー第 2 回年会は今年の 6 月 20-24 日に，シ
ンガポーJレで聞かれました

- 参加者
第 2 回年会では 956 件の論文が発表され，参加者は 796 名でし

た事前には 1428件の論文が投稿されており，実際に参加・発表し
たのは投稿数の約 3分の 2に留まりましたが，第 1四年会(755名)
に比べて参加者はわずかながら増加しました.
国別の内訳は日本 234 名( 約 29%)，米国 99 名 (12%)，インド 73

名(9目)，韓国 73 名 (9%)，中国 57 名 (7%)，台湾 40 名 (5出) の順でし
た
セッション別では，超高層(Solar and Terrestrials)が 2 4 %，惑星科
学 (Planetary Ea巾) 及び気象・海
洋(Ocean and Atrrosphere)がそれぞ、れ 1 9 %，陸水(Hydrological
Science)が 1 3 %の順でした

- 口頭及びポスター発表
会期中は 18 の講演会場に別れて口頭発表が行われました. 平行
セッションが多すぎるとし、う意見が多かったため，来年度は講演会

場数を減らす予定です
国体地球で特に注目を浴びたのは， 2004年 12月と 2005年 3月の
スマトラ沖地震についてのセッションでしょうインドの研究者から，
アンダマン・ニコパル諸島での G P S や現地調査の結果や検潮記録
上の津波波形の析結果など，興味深い結果が報告されました.
会場3階のロビーに，ポスターと展示会場が設けられましたー今年
は，大きなコンコースを利用し午前・午後の休憩時間にはコーヒ
ー・紅茶も提供したため，休憩時間には人ごみができましたただ，
ポスターの配列が先着順であったなど，反省材料は残りました
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- 特別講演
会期中，毎日午後4時から特別講演が行われました 20 日は開会
式も兼ね，シンガポール環境・水資源大臣によるスピーチのあと，
佐竹がスマトラ島沖地震と津波lこついて，中国の Xu 氏が重力の時
間変化について講演しました火曜日には西国篤弘氏が磁気圏の
対流について，水曜・木曜はR amanathan 氏( 米国) が Hagfors(ドイ
ツ) 氏がそれぞれ大気科学，電離層研究についての講演を行いまし
た.

- 一般向け講演
研究発表の他に Public Lectures として一般向け講演が月曜~ 木
曜の毎日聞かれました月曜はスマトラ地震と津波，火曜は太陽と
惑星，水曜日は地球，木曜はシンガポールが共通のテーマとして選
ばれ，毎日 4-5件の講演( 各 45分) が行われましたスマトラ地震
と津波では，日本( 北大谷岡勇市郎氏) ，インドネシア，インド，中国

からの参加者が講演を行いました. 地元( シンガポール) の中高生
が団体で参加し，聴衆は約 200名でした.

- 総会とA O G S の組織
初日の特別講演の後に総会が開催され，会則の改正，役員の選
挙の公示などが行なわれました
会則について最も重要な点は， A O G S の年会に一度参加し登録料
を払うと，以後 3 年聞は自動的に会員となる点です. 昨年に引き続
いて参加した人には，会員カードが配布されました.
会期中に行なわれた役員の選挙の結果，副会長(2006 年からの
会長) として，西田篤弘氏が選出されました. 来年までの役員は以下
の通りです目
会長 Wing-Huen lp ( 台湾国立中央大)
副会長 西田篤弘( 総合研究大学院大)
庶務 佐竹健治( 産業技術総合研究所)
庶務補佐 斎藤義文( 宇宙航空研究開発機構)
会計 Shie-Yui Liong(シンガポール国立大)
会計補佐 Edmond Lo(シンガポ- ) レ南洋理工大)
陸水(HS)部会長 Yong-N a m  Yoon(韓国高麗大)
大気海洋(AO)部会長 Satish R  Shetye(インド国立海洋研究所)
惑星(PS)部会長 粛膝義文
団体地球(SE)部会長 Yuntai Chen(中園地震局地球物理研究所)
超高層(ST)部会長 IverCaims(豪シドニー大)

- 第3四年会へむけて
第 3回年会は同じくシンガポール Suntec会議場で 2006年 7月 10
-14 日に開催される予定ですセッシヨン公募の締切は 10月 1日，
予稿の締切は 2006年 2月 1日の予定です
日本地球惑星科学連合会員の皆様には，積極的に参加し，アジア
の却抹惑星科学を盛り上げて頂きたいと存じます目
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A O G S Iこ関するすべてのf静閉ま以下のウヱブサイトにあります
A O G S ウエブサイトh坑p://v附 w.asiaoceania.org/
A O G S 年会http://w州 asiaoceania-conference.org

日本地球惑星科学連合ニュース第 1号
2005年 7月 27 日発行

発行日本地球惑星科学連合
運首会E議委長 浜野洋三

編集・広報・アウトリーチ委員会
連合ニュース担当 佐藤智美


